
生活支援コーディネーターによる

大座談会 再び！
　2015年に生活支援体制整備事業が創設され、生活支援コーディネーターが誕生して10
年が経ちました。2026年2月に開催された第1回大座談会では、これまで奔走してきたコー
ディネーターや自治体担当者たちの10年の経験や思いを共有し、各々が見据える地域づく
りに取り組もうと、お互いの奮闘を称え合いました。
　第2回目となる今回は、私たちが地域づくりにおいてたいせつにしている「つながる・気に
かける・頼り頼られる（地域のお宝）」関係を改めて見つめ直し、2040年・2060年に向けた
地域づくりについて、全国の仲間や行政・関係者と共に語り合います。

13:00～17:00

2026

317 （金）

今回は、お宝探しの先について
お話ししませんか？

（淡路市社協　岩城和志）

地域が目指すものってなに？
大切にしたいこと、大切にしなければ
いけないことを語り合いましょう！
　（多賀城市西部包括支援センター 
　　　　　　　　　　今野まきこ）

サービスだけでは得られない
「つながることの安心と、支えあうことの
大切さ」を一緒に考えていきませんか？
（栃木市社協岩舟支所　菅沼裕子）

Zoomを活用したオンライン方法

厚生労働省（申請中）／社会福祉法人 全国社会福祉協議会／公益財団法人さわやか福祉財団後援

対象

参加費

生活支援コーディネーター、自治体担当者、社会福祉協議会・地域包括支援センター職員など

個人参加　3,960円（税込）／グループ参加　17,600円（税込）

主催　生活支援コーディネーターによる大座談会実行委員会

※グループ参加の場合は1端末でのご参加に限ります。なお、座談会の際にはグループ内で意見交換を
していただきます。他の参加者の皆様と意見交換をご希望の場合は個人参加でお申込みください。

うれしい

元気になるつながりがなければ
孤独・孤立になる

生きがい

安心だ 楽しい

やりがい

つながる

気にかける 頼り頼られる



ペアワークで
　出会いを楽しもう

座談会で全国の仲間
と語り合おう！

グループで話し合おう

13:00～13：20 開会

13：20～14：35 実践紹介＆トークセッション　「現場のリアル～わがまちの取り組みをご紹介！～」

 栃木県大田原市社会福祉協議会 第2層生活支援コーディネーター  小野　珠江

 滋賀県東近江市社会福祉協議会 第1層生活支援コーディネーター 水谷　友彦 

 厚生労働省老健局　認知症施策・地域介護推進課　地域づくり推進室　室長補佐　 佐藤　清和

 

 兵庫県立大学 環境人間学部 環境人間学科  教授 竹端　　寛

14：35～15：00 ブレイクアウトルームによる座談会①

15：00～15:10 休憩

15:10～16:15 ディスカッション「地域で自然に行われている住民同士の支え合い（地域のお宝）～先の展開を考える～」

 

 宮城県多賀城市西部地域包括支援センター　 所長・生活支援コーディネーター 今野まきこ

 栃木県栃木市社会福祉協議会　岩舟支所　 第2層生活支援コーディネーター 菅沼　裕子

 全国コミュニティライフサポートセンター 理事長 池田　昌弘

 

 北海道教育大学函館校　国際地域学科　 教授 齋藤　征人

 厚生労働省老健局　認知症施策・地域介護推進課　地域づくり推進室　 室長補佐 佐藤　清和

 兵庫県淡路市社会福祉協議会　 第1層生活支援コーディネーター 岩城　和志

16:15～16:50 ブレイクアウトルームによる座談会②

16:50～17:00 お互いにエールを送ろう！
※プログラムは変更になる可能性があります。

あいさつや犬の散歩などの日常のなにげない支え合いの大切さを住民とわかち合い、つながり続け
ていく地域づくりを行っています。

住民や専門職、事業所など、地域に関わる人や団体との協議を大切に、そこから見えてきた課題を
テーマ化した３つのプロジェクトに取り組んでいます。

program

参加申込

 ７月２８日（火）までに下記のURLまたは右記のQRコードよりお申込み ください。 

　　【個人でのお申し込み】 　3,960円
　　https://clc-books.shop-pro.jp/?pid=191894804

　　【グループでのお申し込み】　17,600円
　　https://clc-books.shop-pro.jp/?pid=191894660

全国コミュニティライフサポートセンター（ＣＬＣ）　〒983-0045  宮城県仙台市宮城野区宮城野1-7-7
TEL 022-727-8731　　FAX 022-727-8737　　E-mail　clc_online@clc-japan.com  

お問い合わせ先 【大座談会事務局】

前回のふりかえりと今回の趣旨説明
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